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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文の目的は、日本企業における会計上の保守主義が企業経営に対してどのような影響を与え
ているのかを実証的に解明することにある。会計上の保守主義は、内外の会計基準における概念フレ
ームワークにおいて会計情報が備えるべき特性として排除されているが、会計基準の個々の手続に
おいては、例えば事業用資産に対する減損会計、売上収益の認識等において保守的な会計処理の
手続が認められている。また会計の伝統的な慣行として、保守的な会計処理が美徳とされてきた。 
本論文では、先行研究に基づいて、会計上の保守主義を「無条件保守主義」(経済的ニュースによ
り左右されない保守主義)と「条件付保守主義」(経済的ニュースに基づいて行われる保守主義)とに分
類した上で、会計情報の主要機能とされる「契約支援機能」と「意思決定支援機能」に対する保守的
会計の影響を明らかにしようと試みた。 
結論として、契約支援機能に関して会計上の保守主義は、債務契約やコーポレート・ガバナンスの
側面で効率性を向上させているが、経営者報酬契約に関してはネガティブな反応があることが明らか
とされた。一方、意思決定支援機能に関して会計上の保守主義は、無条件保守主義の高い企業にお
いては資本コストを低下させていること、条件付保守主義の高い企業においては利益特性やアナリス
ト予想の有用性を低下させていることが示された。 
本論文は、日本企業における会計上の保守主義の影響に関する実証的証拠を提示した点におい
て、斬新なものであると評価できる。また、今後の会計研究に対しても、保守的会計のコストと便益の
分析、投資者に対する保守的会計の意義、会計制度設計の側面での検討が示されており、将来の会
計研究に対する展望が研究の含意として示され、このことは、日本の会計研究に対する大きな貢献可
能性を示すものであると評価できる。 
よって、審査員一同は、本論文が「博士(経営学)」を授与するに値すると判断した。 
